
知ってやくだつ法律相談知ってやくだつ法律相談

種
は
、
発
芽
を
そ
ろ
え
る
た
め
の
重
要

な
作
業
で
す
。

　

種
籾
容
量
の
２
倍
以
上
の
水
を
用
意

し
、「
１
０
０
℃
÷
平
均
水
温
＝
日
数
」

を
目
安
に
浸
漬
し
ま
す
（
例
・
平
均
水

温
15
℃
の
場
合
、
７
日
間
）。

　

水
温
が
均
一
に
な
る
よ
う
に
、
時
々

水
を
か
き
ま
わ
し
、
種
籾
に
酸
素
を
与

え
ま
す
。

　

水
は
な
る
べ
く
入
れ
替
え
な
い
よ
う

に
し
ま
す
が
、
酸
素
不
足
と
な
り
、
泡

が
発
生
し
た
場
合
は
、
ゆ
っ
く
り
と
水

を
交
換
し
ま
す
。

　

薬
剤
消
毒
の
場
合
は
、

消
毒
後
、
水
洗
い
せ
ず

に
浸
種
し
、
３
日
間
は

水
を
入
れ
替
え
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

（
４
）
催
芽
（
芽
出
し
）（
図
）

　

種
籾
の
出
芽
を
均
一
に
さ
せ
る
た
め
、

は
種
の
前
の
一
晩
（
12
～
20
時
間
）
は
、

種
籾
を
28
～
30
℃
の
温
水
に
浸
漬
し
、

は
と
胸（
芽
が
１
㎜
く
ら
い
出
た
状
態
）

に
し
ま
す
。

（
５
）
は
種
（
籾
振
り
）

　

は
種
量
は
、
表
３
を
参
考
に
薄
播
き

を
心
が
け
ま
す
。

　

床
土
を
入
れ
、
は
種
前
に
育
苗
箱
の

底
か
ら
水
が
に
じ
む
ま
で
十
分
か
ん
水

し
て
か
ら
は
種
し
、
覆
土
し
ま
す
。
覆

土
後
、
か
ん
水
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

苗
立
枯
病
や
ム
レ
苗
防
止
の
た
め
、

に
良
く
乾
か
し
ま
す
。

（
２
）
種
子
消
毒

　

病
害
虫
防
除
の
た
め
に
、
温
湯
消
毒

か
薬
剤
消
毒
を
必
ず
行
い
ま
す
。

①
温
湯
消
毒

　

い
も
ち
病
、
ば
か
苗
病
、
苗
立
枯
細

菌
病
、
も
み
枯
細
菌
病
、
イ
ネ
シ
ン
ガ

レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
防
除
効
果
が
あ
り
ま

す
。
種
籾
を
60
℃
の
温
湯
に
10
～
15
分

間
浸
漬
し
、
そ
の
後
は
直
ち
に
冷
水
で

冷
却
し
ま
す
。
消
毒
後
、
清
潔
な
シ
ー

ト
等
で
乾
燥
さ
せ
、
清
潔
な
冷
暗
所
で

保
管
し
ま
す
（
１
か
月
程
度
保
管
可

能
）。

②
薬
剤
消
毒

　

表
２
を
参
考
に
、
希
釈
し
た
薬
液
を

種
籾
容
量
の
２
倍
を
目
安
に
準
備
し
、

種
籾
を
24
時
間
、
薬
液
に
浸
け
ま
す
。

（
３
）
浸
種

　

種
籾
に
十
分
に
吸
水
さ
せ
ま
す
。
浸

　

本
田
で
の
生
育
期
間
が
短
い
麦
あ
と

栽
培
で
は
、
活
着
が
良
く
旺
盛
に
生
育

す
る
充
実
し
た
中
苗
を
育
て
る
こ
と
が
、

高
品
質
、
安
定
多
収
の
た
め
に
重
要

で
す
。

　

育
苗
日
数
25
～
30
日
、
葉
齢
3.5
～
4.0

で
草
丈
18
㎝
前
後
の
が
っ
ち
り
し
た
苗

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

毎
年
、
採
種
ほ
産
の
種
籾
を
購
入
し

ま
す
。
品
種
固
有
の
特
性
を
発
揮
す
る
、

健
全
な
種
籾
を
使
う
こ
と
が
安
定
多
収

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

田
植
え
か
ら
逆
算
し
て
育
苗
25
～
30

日
、
浸
種
７
日
を
目
標
に
、
植
付
35
日

前
ま
で
に
消
毒
を
済
ま
せ
ま
す
。

（
１
）
比
重
選

　

充
実
し
た
良

い
種
籾
を
播
く

た
め
、
表
１
の

よ
う
な
塩
水
か

硫
安
水
を
作
っ

て
比
重
選
を
行

い
、
沈
ん
だ
種

籾
を
水
で
良
く

洗
っ
て
使
い
ま

す
。
消
毒
の
前

タ
チ
ガ
レ
エ
ー
ス
Ｍ
液
剤
を
５
０
０
倍

に
希
釈
し
、
は
種
時
に
育
苗
箱
１
箱
あ

た
り
５
０
０
ml
潅
注
し
ま
す
。

　

積
み
重
ね
法
に
よ
る
簡
易
出
芽
を
行

う
場
合
に
は
、
覆
土
後
、
１
～
２
時
間

日
光
で
温
め
て
か
ら
積
み
重
ね
、
ビ
ニ

ー
ル
で
被
覆
し
ま
す
。

　

幼
芽
が
10
㎜
に
な
る
ま
で
は
被
覆
し

て
昼
夜
30
℃
を
目
標
に
管
理
し
ま
す
。

　

幼
芽
が
10
㎜
位
に
な
っ
た
ら
苗
箱
を

広
げ
ま
す
。
苗
代
か
き
後
、
苗
床
が
羊

か
ん
程
度
の
硬
さ
に
な
っ
た
ら
、
苗
箱

を
苗
床
に
並
べ
、
苗
箱
を
押
し
付
け
て

床
面
に
密
着
さ
せ
ま
す
。
水
は
踏
切
溝

ま
で
と
し
、
床
面
に
は
の
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

　

本
葉
１
葉
ま
で
の
３
～
４
日
間
は
寒

冷
紗
を
か
け
て
強
光
を
避
け
、
昼
20
～

25
℃
、
夜
15
～
20
℃
を
目
標
に
管
理
し

ま
す
。
そ
の
後
は
徐
々
に
日
光
・
外
気

に
当
て
、
馴
ら
し
ま
す
。

　

品
種
や
地
域
の
特
性
、
気
象
条
件
に

応
じ
て
適
切
な
育
苗
箱
施
用
剤
を
活
用

し
、
本
田
で
の
病
害
虫
防
除
の
軽
減
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

※
農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、
必
ず
農

薬
の
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

記
載
農
薬
は
、
平
成
30
年
１
月
４
日

現
在
の
登
録
状
況
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

水
稲
の
は
種
・
育
苗
管
理

に
つ
い
て

表１　比重選（水10㍑当たり）

表２　薬剤による種子消毒の例

表３　は種量（中苗・１箱当たり）
30箱/10a 20箱/10a

乾　籾 80 ～ 100ｇ 120 ～ 150ｇ
催芽籾 100 ～ 125ｇ 150 ～ 190ｇ
容　量 160 ～ 200ml 240 ～ 300ml

１ 

目
標
と
す
る
中
苗

２ 

種
子
準
備

３ 

計
画
的
な
は
種
作
業

４ 

育
苗
管
理

５ 

病
害
虫
防
除

種類 比重 食塩 硫安

うるち 1.13 2.1㎏ 2.8㎏

もち 1.10 1.5㎏ 2.0㎏

図  はと胸程度
　 １mm位の芽　

薬剤名 対象病害虫 希釈倍率

ヘルシードT
フロアブル

いもち病
ばか苗病
ごま葉枯病
もみ枯細菌病

 200倍

スミチオン
乳剤

イネシンガレ
センチュウ 1,000倍


